
平成２１年第７回（12月）定例会　一般質問通告表
	順
	質　　問　　事　　項
	質 問 者

	１
	１　政治姿勢について
⑴　佐渡の形づくり、つまり、旧市町村を念頭にどのような特色ある地域づくりをするのか。このままでは均衡ある“衰退”につながると思うが
⑵　佐渡の安定した将来の発展のために、明確な財政運営方針の提示を求める。人口減、経済の衰退を踏まえ、また、民主党政権による地方交付税の見直しを含めて
２　行政改革について
⑴　本来、執行部が計画すべき行革の重要課題を議会に委ねている部分が多いが、行財政改革特別委員会の中間報告をどのようにとらえ、どのように実行するのか
⑵　職員の能力格差、技術職の不足を考慮し、プロの職員の育成が必要であるが、その対策について
３　観光対策について
⑴　新しい観光スポット、金剛杉、ドンデンなどへの観光誘致と保存をどのようにするのか
⑵　「まちづくり交付金」は民主党政権でも続くのか
⑶　島内外のイベント、姉妹都市の誘客、修学･体験旅行、合宿の誘致について
⑷　インターハイの誘致を行う気持ちがあるのか
４　北埠頭開発及び国道350号線バイパスについて
⑴　市の明確な方針の提示を求める
⑵　３億円を支払った加茂湖の公有水面の補償費は、行政の継続の理念からどのように利用するのか
	猪股文彦

	２
	１　加茂湖養殖カキの被害について
⑴　被害状況について
⑵　原因について

⑶　業者救済について

⑷　今後の対策について
２　防犯灯修理費用の地元負担増について
○　負担増に対する住民の理解について
①　建設課によると、防犯灯の位置図を９月10日に嘱託員へ配布し、地元との調整を図りながら、平成22年１月を目途に費用負担を移行したいと考えているようだが、この方針に間違いはないか
②　地元（各地域）説明会を開催し住民理解を得ているのか
③　714行政区（建設課は679地域としている）のうち負担増を理解している行政区、地域の数はどの程度か

④　負担増に対してどのような地域の声があるのか
⑤　65歳以上が半数を超え地域の会費すら完全に徴収できない過疎・限界集落にも負担を求めていくのか。また、負担できない地域はどう対応していくのか

⑥　負担増に対する理解が得られなくても強行するのか
	中村良夫

	２
	⑦　修理費(維持管理費)の次に電気料を地元負担にと考えているのではないか

⑧　佐渡市による防犯灯費用の負担は合併のメリット（長所）であると考える。住民から喜ばれていることは続けていくべきである。市長の見解を求める

⑨　地元負担なしで予算軽減にもつながる省エネタイプの防犯灯に交換すれば、エコ、環境、トキ、ごみ問題などの施策にもつながるのではないか。見解を求める
	中村良夫

	３
	１　行財政改革、人件費･物件費を含む固定経費の削減について

２　農家への戸別所得補償と佐渡の食料自給率向上対策について

３　加茂湖養殖カキ、赤潮被害の対策と今後の対応について

４　10日突如発表された佐渡市独自支給の「子育て応援手当（０～18歳まで）」について
５　航路と佐渡観光の問題点について

６　佐渡医療圏の問題点について

７　佐渡羽田航空路開設について
	祝　優雄

	４
	１　佐渡観光協会の問題点について

⑴　巨額な補助金に依存するあまり、その運営に緊張感がなく内部から不協和音が聞こえている。現状のままでは佐渡観光復興の最先端に立つ組織とは言い難い。市からの補助金を根本的に見直すべきと思うが、執行部の見解を問う
⑵　本年５月27日に開催された、佐渡観光協会の通常総会において承認された平成20年度収支決算書の疑問点を問う

⑶　同じ総会に提出された佐渡観光協会の貸借対照表に固定資産と明記された項目があるが、固定資産税（償却資産）の対象になるか否か

⑷　佐渡島開発総合センターに移転した佐渡観光協会事務所にかかる改修工事の総額及び移転後の使用状況を問う

２　佐渡観光推進戦略会議について

佐渡市は観光協会に対する補助金とは別に、本年度の当初予算で佐渡観光推進戦略会議補助金を計上しているが、その目的と理由及び現在までの事業の展開状況を問う

３　本土と格差があるガソリン価格について

⑴　どうして佐渡の石油製品の価格は高いのか、その原因解明を

⑵　電気自動車よりガソリン対策を
	松本正勝

	５
	◎　「しなやかで、したたかな政治戦略」の構築について

⑴　国分寺市との「姉妹都市交流事業」に見られる佐渡市の検討課題について（資料№１）

⑵　佐渡市の原生杉対応に一石を投じた民間団体の行動について（資料№２）
⑶　打てば響く政治的実験から学ぶべき課題について（資料№３）
⑷　市民の目線に立った行政上の諸課題について（資料№４･５･10･６･６の関連資料№11～15）

⑸　真野小学校建設設計変更で露呈した佐渡市の弱点について（資料№８の３）
⑹　放置できない佐渡市の停滞状況について（資料№８･９）

⑺　行政の活性化は司令塔中心の組織機構の再検討から（資料№７）
	加賀博昭

	６
	１　民主党政権による政策転換について市長の所見を問う

⑴　公共工事の大幅削減について

⑵　地方交付税制度の抜本的見直しについて

⑶　下水道事業の地方移管について

⑷　農業集落排水事業の地方移管について

⑸　農道整備事業の廃止について

２　市有施設の民間譲渡にかかる解体費用について

３　除雪対策について

４　公共工事の早期発注について

⑴　市の第３～４四半期における発注状況について

⑵　太陽光発電設備設置工事及び携帯電話基地局整備事業（９月補正）について
５　いこいの村佐渡の今後の運営について

６　厚生連佐渡総合病院建設事業の工程について

７　まちづくりの根幹について

⑴　出前市役所について

⑵　職員の勧奨退職制度及び人材育成計画について
	根岸勇雄

	７
	１　新しい政治状況下での次年度の方向性について
国民が自公政権の政治のあり方の転換を求めたのが先の総選挙の結果である。同様なことが地方政治にも求められており、この期待に応え、従来型でない姿勢と具体策が必要だが、市長の政治姿勢を問う
⑴　新政権下での佐渡市の今後の方向をどのように考えているのか。また、地方税減収の中で、地方交付税と地方税収の確保は来年度の大きな焦点だが、市長の見解と姿勢を問う
⑵　健康と命にかかわる医療制度はセーフティネットである
①　年齢で差別する後期高齢者医療制度への見解
②　国民健康保険制度の今後の方向と当面の対応について（資格証明書、子どもの短期証、資格証で現在短期証の世帯と人数、国保法第44条及び第77条の実態にあった取組み等）
２　緊急経済・雇用対策について
本年「100年に１度の不況であり、特に本市は高齢化が著しく、生活への不安感は全国に比べてより深刻であると言える」（「平成21年度佐渡市追加経済対策」H21.５.22経済対策戦略本部決定）として、経済と雇用、生活対策を最大の課題に取組んできたが、その状況は
⑴　現在の佐渡の地域経済、雇用、生活の状態をどのように認識しているか
⑵　地域経済や雇用、生活対策のために予算化した「地域活性化・生活対策臨時交付金」（12.7億円）、「地域活性化・経済危機対策臨時交付金」（17.6億円）等の執行状況。（テーマ別の執行状況、業者等数、業者別契約額１～５位）
⑶　緊急雇用対策での雇用状況（分野別雇用状況、人数・雇用期間・給与状況等）や今後の方向について
３　保育園の民営化について
⑴　保育園の民営化による経費削減は保育の質の低下につながるのではないか（民営化の基本的な視点等、民営化計画の全体像）
⑵　公立保育園民営化に伴う諸問題について
	中川直美

	７
	⑶　保育料は、議会審査の必要な条例に規定すべきではないか
４　観光施策について
⑴　戦略的分野である「観光」にかかわる施設などは行革から外すべきではないか
⑵　市としての観光施策の方向性は
５　中学校統合について
計画に基づく中学校統合について、地域や保護者等の反応、状況等について
	中川直美

	８
	１　農業政策について
⑴　戸別所得補償制度等の新農業政策及び生産調整方針の農家周知
⑵　水田利活用自給力向上事業への対応
⑶　佐渡版所得補償政策

⑷　小規模農家支援策として農機購入補助検討を（国県補助対象外の小型農機）
⑸　地域農業や集落を守る担い手づくりと改正農地法の問題点

２　学校教育について
⑴　複式学級に対する学習指導体制の充実
⑵　教職員用のパソコン配備と情報管理
３　観光政策について

⑴　佐渡市、観光協会、観光関連事業者の連携と機能強化策は

⑵　ないものねだりはしない松之山の活性化策に学んだこと

⑶　「おもてなし」のはじめはトイレ整備

４　公共サービスの指定管理及び民間譲渡について

行政の公的責任、市民の財産との視点から検討を
	小田純一

	９
	１　佐渡市将来ビジョンについて
⑴　財政の見通しについて
⑵　人件費と職員定数管理の見通しについて
⑶　投資的経費と事業選択について

⑷　成長力強化戦略と事業について

２　戸別所得補償制度の見通しと市の対応について
	金光英晴

	10
	◎　佐渡市将来ビジョンについて

⑴　財政健全化の時間軸と目標の中から以下の具体策について問う
①　歳入について

ア　市税について（徴収率の向上、滞納対策の徹底、新規課税分野の検討）
イ　分担金･負担金、使用料･手数料について（保育料等の基準の見直し）
②　歳出について

ア　人件費について（定員計画（職員数の削減）、給与等の抑制）

ｱ)　職員の賞罰について

ｲ)　早期勧奨退職への取組み

イ　物件費について（学校･保育園等の公共施設の統廃合）

⑵　佐渡市成長力強化戦略について
生産から販売までを連携させる産業構造改革について具体的に取組む品目と戦略は
	廣瀬　擁


	10
	⑶　観光等交流人口の拡大について
市報「さど」11月号の中に今年度から防波堤入口に立入り禁止の防護柵を取付けるとあった。釣り愛好家や業者から問合わせがあるが、善後策はないか
	廣瀬　擁

	11
	１　佐渡市将来ビジョンの策定にあたって

⑴　佐渡市成長力強化戦略について

①　佐渡の「強み」を活かし、地域経済を活性化させるための成長力強化戦略を定めるとは、具体的な取組みを問う

②　佐渡の豊かな自然の恵みを活かした産業おこしとは何か。具体的な項目を問う

③　佐渡の魅力を活かしたにぎわいの島づくりとは、その内容と取組みを問う

④　全国的な高齢化社会にあって、環境のよい佐渡に介護･老人施設を増設して島外からの利用者を迎える考えを問う

⑤　佐渡市将来ビジョンの策定にあたり、女性の意見をどのように反映させたのか
⑵　農林水産業の振興について

①　佐渡の有する豊かな自然や環境イメージの向上を背景にとあるが、何に力点を置き、環境保全対策に取組むのか
②　循環型社会の構築には加茂湖の位置付けが欠かせないが、常時状況把握を行う必要性を問う

⑶　次世代を担う人材育成について

①　子育て支援について中長期的な計画を問う

②　政権交代によって予算執行が停止された「子育て応援特別手当」を市独自支給に踏み込んだ根拠は何か。具体的に問う
③　次世代教育の取組み内容を問い、社会に貢献する姿勢の大切さや、もてなしの心を盛り込む考え方を尋ねる
	本間千佳子

	12
	１　一次産業等の衰退について

髙野市政は、トキ、自然、環境、世界遺産及び空港などロマンある事業を進めている反面、一次産業や従来型の地場産業に対する施策が見えない。中にはメッセージの発信で解決できることもあるが、総じて現状に対する目配り、気配りが弱いといえる。そのため漁業においては、魚の管理の悪さからブランド化ができておらず、先般、キロ単価400円台で低迷していたサザエが、市場の問題もあって200円まで下落した。一次産業の衰退は観光客に対する食の供給にとって赤信号である。どのように理解しているか

２　自然と環境の島づくりについて

⑴　渓流釣りについて

佐渡は渓流釣りの穴場であり本土が禁漁期になると釣客が来島すると　言われているが、その結果、集落や生活排水の無い旧相川から旧両津北部にかけて川魚が激減している。観光資源でもあり、対策が必要ではないか

⑵　山野草について

旧相川から旧両津の大佐渡の山々には、多様な地形ゆえに絶滅危惧種を含む多くの山野草が生息しているが、盗掘により瀕死の状態である。観光に活用したいと考えるが、保護の対策を考えないか
	浜田正敏

	12
	３　防災無線について

300万円の調査費で委員会を立ち上げ、屋外拡声器の導入について検討していると聞くが、風雨・高波・塩害にさらされる沿岸部では不適切ではないか。防災面だけではなく、より多面的に検討すれば、屋内スピーカー型の導入こそ必要ではないか
	浜田正敏

	13
	１　佐渡市将来ビジョンより

○　成長力強化戦略について以下の具体策を問う
①　産業振興

②　交流人口拡大

③　交通インフラ

④　安全安心な地域

⑤　人材育成
２　公共施設の統廃合について（民間譲渡を含む）
骨太の方針はあるのか。温泉、火葬場、美術館、テニスコート等の財政面、公平効率性から生ずる種々の疑問と問題について
３　「佐渡トキマラソン大会2010」について

○　大会目的は何か

①　観光か、スポーツイベント（健康教育）か

②　スタート場所、コース、種目、観客、交通規制、開催季節への提言

③　遠泳大会の実現は

４　この「島」の標準地名問題について　
一日も早く「さどがしま」に変更をすべし。行政の怠慢：いまだに自分の名前（島名）を決められない。堂々と名乗れない理由は何か
	村川四郎

	14
	１　イベントに対する佐渡市の助成の考え方について
⑴　市民説明の経過と状況について
⑵　今後の佐渡市のイベントへの取組みについて
⑶　助成の方法、内容について
２　佐渡市内の就職、進学状況と今後の対策について
⑴　高校卒業生の就職、進学状況について
⑵　低迷する求人率への打開策について
３　市民の健康増進について
⑴　総合型スポーツクラブ、生涯学習の考え方について
⑵　今後の施策について
４　世界文化遺産登録への取組みと資源保存について
⑴　その後の取組み状況について
⑵　古い家屋、建造物の取扱いについて
	大桃一浩

	15
	１　「佐渡市行政改革推進委員会答申（11/16）」について
答申と提言について概要説明と所見を問う
２　「佐渡市将来ビジョン」について
策定の意図と方針、その妥当性について問う

⑴　財政計画について
⑵　行政改革について
⑶　人件費縮減･職員削減について
	田中文夫

	16
	１　佐渡市将来ビジョンと人口５万市（須坂市、氷見市）における行政改革について

⑴　人件費の削減への取組みと財政運営について

⑵　普通建設事業費について

合併特例債事業は何を選択するのか

⑶　成長力強化戦略について

２　南部地区中学校統合について

⑴　検討委員会ではどのような議論がされたのか

⑵　地域審議会にこの問題を委ねた理由は何か

⑶　どのような方法で事態を収拾するつもりか

３　デマンドバス運行について

⑴　現在までの実績はどうなっているのか

⑵　プラン作成について問題はなかったのか

⑶　今後の取組みについて
	金田淳一

	17
	１　佐渡市将来ビジョンについて

⑴　財政見通しとその影響を問う

⑵　職員削減の方向を質す

⑶　教育･福祉施設のあり方を質す

２　佐渡汽船に対する車両航送料助成事業について

事業実施結果と島内経済への波及効果を質す

３　生活交通確保対策事業について

⑴　新潟交通バス路線利用者への割引制度の実施状況と成果を質す

⑵　南部地区で実施のデマンドバス運行の利用状況とその成果を質す

４　施設のあり方について

⑴　支所、行政サービスセンターの設置場所の変更について問う

⑵　相川中心地区における観光拠点施設の建設について質す

５　ハローワークのワンストップサービスについて

ハローワークが実施するワンストップサービス相談への市の支援を問う

６　公契約条例の制定について

価格重視の競争入札から公正労働など社会的価値基準を満たす入札制度を確立する公契約条例の制定への考えを質す

７　国営かんがい排水事業について

事業経過と現状を問う
	小杉邦男
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	１　市の今後の対応（計画）
⑴　旧女子高残地（病院、小学校、ＮＳＧ）
⑵　空路、航路
⑶　農業政策
２　行財政改革
⑴　佐渡市将来ビジョンの実現性
⑵　入札改革の進捗
⑶　焼却場統合、議会機能移転、部長制廃止の時期と具体策（計画）
３　市立中学校にサッカー部を設置しない理由
４　「野焼きダメ」（Ｈ21.６.25全戸配布）の根拠
	近藤和義
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